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■□ □■共同研究・受託研究に関するアンケート

平成３０年度に共同研究及び受託研究（14社，15テーマ）を実施した企業等を対象にアンケートを

実施し，満足度を調査しました。その結果，全１４社から回答があり，その中で貴重なご意見・ご要望も

いただきました。調査内容及び調査結果は以下のとおりです。

《調査内容)

調査目的 中期業務計画（平成29～33年

度）に基づき，共同研究及び受託

研究利用企業の満足度等を調査し

業務改善に役立てる。

調査対象 15テーマ（14社）

調査期間 令和元年５月７日～５月24日

調査方法 調査票を郵送

調査票 選択式及び記述式，8項目

《調査結果》

Q１．期待した成果が得られましたか

「得られた」，「ある程度得られた」との回答がほ

とんどでしたが，「あまり得られなかった」という回

答が1社ありました。この内容としては，当初，研究

対象としていた素材を，期間の途中で変更するこ

とが出来なかったというものでした。

(複数回答)Q２．どのような成果がありましたか

成果として，課題解決，知財形成，製品に利用と

いうものが複数ありました。

Q３．センターの対応について

すべての企業が「非常に満足」，「満足」との回答

でした。

Q４．今後も実施したいと思いますか

半数以上の企業が，今後も「積極的に実施した

い」との回答でした。

そのほか，「課題解決に向けたアドバイスや技術

支援が有り難かった」，「お客様のニーズに応える

ための検証や分析が必要なので，今後もお願いし

たい」等のコメントをいただきました。これらの意

見を参考に，利用企業の利便性の向上を図るとと

もに，利用満足度100％を目指して，今後も業務の

改善に努めてまいります。

当センターでは，今年度も共同研究及び受託研

究を行っています。研究の実施にご興味のある方

は，お気軽にお問い合わせください。

最後にアンケート調査に御協力いただきました

企業の皆様に感謝いたします。

＊ 「実施したくない」という回答はゼロでした。
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一定の成果があり共同研究を継続

次の段階の研究開発に進展

課題が解決できた

知財（特許，ノウハウなど）を形成

製品（技術・サービス）に利用

売上に貢献している

人材育成に役立った

新規雇用につながった

＊ 「やや不満」，「不満」という回答はゼロでした。
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■□ □■鹿児島精機(株)から当センターへ電光掲示板を寄贈

５月1６日に，鹿児島精機(株)から当センターへ

電光掲示板が寄贈されました。

当センターでは，これまで同社のものづくりに対

して技術支援を行ってきており，同社の山村幸弘

社長から恩返しをしたいとの意向で，電光掲示板

を寄贈していただきました。

電光掲示板は，来所者へ当センターの業務，保有

機器，特許，行事予定などの紹介やイベントなどの

案内に利用しています。

なお，今回の寄贈は，同社が宮崎銀行の私募債

制度を活用して実施されました。 贈呈の様子

■□ □■シラスの建設材料への活用研究で論文賞を受賞

５月25日に開催された(公社）日本材料学会の

学会賞授賞式において，シラス研究開発室の袖山

研一室長が論文賞を受賞しました。

受賞対象となった論文は，「乾式比重選別と粉砕

によるシラスの建設材料への全量活用」というタイ

トルで，東京大学と県内企業の(株)プリンシプルと

の共同研究成果が記載されています。

本論文では，南九州に広く分布するシラスについ

て，軽石質や火山ガラス質等に比重選別を行って

物性を評価し，それぞれの特性を生かした活用を

提案しています。

特に，シラスの火山ガラス質は，コンクリートの強

度を向上させる混和材としての利用価値が明らか

となり，画期的な研究成果として本論文が高く評価

されました。

受賞者と賞状及び副賞の楯

＜表紙の説明＞

鹿児島県の本格焼酎製造で使用されている４種類の鹿児島酵母について乾燥化を行いました。乾燥

化により酵母の保存性，運搬性が飛躍的に向上し，離島にある焼酎メーカーに対して安定的に酵母を

供給することができるようになりました。
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